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日本一の山、富士山。とっても好きな人はもちろん、あまり興味のない人でも、富

士山が見えると「あっ富士山だ」と思わず見入ってしまうのでは。そこで今回は読者

から寄せられた、富士山の見える場所を紹介します。 ＊車の止められないところもあるので、

くれぐれも路上駐車など周囲の迷惑

になる行為はやめましょう

関東の富士見百景にも選ばれているこ
の場所。毎年１月には「富士山を見る会」
が開かれているそうです。
「寒い時期（12月末～２月中旬）の朝夕

が見えやすいです。ここの展望広場から
は富士山だけでなく、日光那須連山、丹
沢山系、秩父山地等関東一円の山並みが
一望できるので、お立ち寄りください」

（とびやま歴史体験館スタッフ）

「富士山はね、撮ろうと思ってもなかな
か撮れないんだよね。これは輪王寺の餅つ
き大会に行く途中で寄った羽黒山山頂から
撮れたんだ。早朝が見られる確率が高いよ」

（簗瀬　佐藤建二さん）

「仏舎利塔前の道路沿いから、
天気の良い日はみえます」
（富士見が丘 伊沢鮎子さん）
（写真　金原茂さん）

「写真は朝焼けに照ら
されている富士山です。
西川田の陸橋から南西の
方向にみえます。写真は
少し前のものなので、今
は電線がもう少し高い所
にあり、少し富士山に重
なってみえます」
（若松原　石坂公人さん）

「真岡市の砂ヶ原大橋と大道泉橋の間の鬼怒川防波
堤沿いで撮影したものです。ほぼ南西方向にみるこ
とができ、やはり早朝のほうが、確率が高いです」

（若松原　石坂公人さん）
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宇都宮近辺は富士山から150㎞以上も
離れていますが、空気の澄んでいる早

朝や夕方なら見えるチャンスが
大Y 富士山は宇都宮からほぼ南
西の方向にあり、南に向かって
いるときは右手前方、西に向
かっているときは左手前方
に見えるはず。ぜひ、出か
けてみてください。

2月13日号は休刊です。次回は2月20日号をお届けします


